
◆◇　ご挨拶　◇◆
この 4 ⽉から前館⻑の浜⼝哲⼀から、館⻑を引き
継ぐことになりました。考古担当学芸員として、
⻑年仕事をしてきましたが、これからは博物館全
体の活動を統括し、より市⺠の皆さんに親しまれ
る館にしていきたいと考えております。今年度は、
今までの活動成果をまとめて、夏に「こだわりの
１００選展」、秋に「⾦⽬川物語展（仮称 )」を企
画しております。ご期待下さい。       
               館⻑ 明⽯ 新

  今⽉は⾃然部⾨の新資料を紹介します。
 天⽂分野では、⽕星の三球儀・ホームズ彗星・江⼾期
から明治期始めの暦を展⽰します。「⽕星の三球儀」は、
地球のすぐ外をまわる⽕星の動きを再現する展⽰装置
で、星座の中を逆⾏する動きを再現できます。ホームズ
彗星は、2007 年 10 ⽉に突然増光し、２等星という⾁
眼等級になった彗星で、その記録写真を天体観察会会員
の国友さんが主に撮影されました。また、暦は、「今年
はうるう年」展に際し収集した、旧暦（宝暦暦、寛政暦、
天保暦）と明治６年改暦による新暦です。
 地質部⾨では、最近寄贈された市内のボーリング標本
と報告書とサンゴ標本を展⽰します。ボーリング資料
は、普段⾒ることのできない平塚の地下の様⼦を⽰す資
料で、各学校へ貸し出し、学校教材として活⽤されてい
ます。サンゴ標本は、前東海⼤学相模⾼校の⾨⽥真⼈⽒
から寄贈いただいた丹沢のサンゴ化⽯と原⽣のサンゴで
す。今年は「国際サンゴ礁年」でもあり、環境指標とし
ても、サンゴが⾒直されています。
 ⽣物部⾨では、⾺⼊⽔辺の楽校で採集されたクロボシ
マンジュウダイの液浸標本や、平塚市⻑持の⺠家の庭で
死んでいたツルクイナ、秦野市鶴巻⼩学校で死んでいた
クロツグミやオオタカなどの剥製を展⽰します。

現世のショウガサンゴ。 この化石が丹沢から門田真人氏に
より発見された。

寄贈品コーナー「新資料展（自然部門）」
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